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我々は、世界初の気球搭載遠赤外線干渉計（Far-Infrared Interferometric Telescope Experiment:FITE）の開発
を行っている。このプロジェクトの目標は、基線長 20mのMichelson天体干渉計で、中心波長 100µmにおいて空
間分解能 1秒角を達成することである。目標とする波長 100µmでの空間分解能 1秒角を達成するには、2光束を焦
点面において 1秒角以内で一致させ、その光路差を 10µmの精度で合わせる必要がある。しかし、FITEは飛翔体
干渉計であり、観測を行う高度 35kmでは気温が-45℃になるので、構造体の変形、あるいは熱収縮により地上で
の光学調整から大きくずれることが予想される。したがって、上空で光学調整を行わなければならない。これを実
現させるための干渉光学系の調整機構を設計した。
口径 580mm× 430mm、重さ 9.1kgの 1次導入鏡（平面鏡）とその支持機構によるずれを補正する 2次導入鏡

（平面鏡）は、アクチュエーターとセンサーを組み合わせた角度調整機構と、ボールネジとスライドガイドを組み
合わせた平行移動機構により、それぞれ、角度と光路差を調整する。角度調整機構の精度とストロークは、それぞ
れ、1秒角、10分角である。一方、平行移動機構の精度とストロークは、それぞれ、10µm、10mmである。また、
口径 380mm、重さ 16kgの主鏡（軸外し放物面鏡）は光束のぼけをとるために、差動ネジの機構を応用した並進機
構によって焦点方向に精度 1µm、ストローク 2mmで調整できる。そして我々は 2次導入鏡に口径 70mmの光束を
導入し、各調整機構の精度が保証されていることを光学的に確認した。本講演では、調整機構の設計と実証実験に
ついて述べる。


